
25

寄
　
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

国
民
参
政
百
十
五
周
年
・
普
選

八
十
周
年
・
婦
人
参
政
六
十
周
年

を
記
念
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
選

挙
の
管
理
執
行
及
び
明
る
い
選
挙

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称

え
、
洞
爺
村
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
の
大
廣
深
さ
ん
（
委
員
年
数

二
十
六
年
六
ヶ
月
）
に
総
務
大
臣

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
実
施
の
農
林
水
産

経
営
調
査
に
永
年
に
わ
た
り
協
力

さ
れ
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
ら
れ

た
功
績
を
称
え
、
原
田
尚
一
さ
ん

（
十
年
協
力
）に
農
林
水
産
大
臣
よ

り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
十
二
月
七
日
、
洞

爺
村
交
通
安
全
村
民
運
動
推
進
委

員
会
が
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安

全
推
進
委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

同
年
五
月
二
十
一
日
の
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
五
百
日
達
成
に
続
き
、

七
百
日
の
達
成
し
た
こ
と
は
、
皆

さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
が
よ
り
高

ま
っ
て
い
る
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

こ
の
記
録
が
さ
ら
に
更
新
で
き
る
よ

う
、
交
通
安
全
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

佐
藤
　
福ふ

く

花か

ち
ゃ
ん

父
　
宇
宙
さ
ん

母
　
志
保
さ
ん

12
月
15
日
生
ま
れ

次
女

大
　
原

根
本
　
貞
子
さ
ん

12
月
５
日
死
去
　
84
歳財

田

会
洞
爺
温
泉
病
院
理
事
長
・
院
長

で
あ
り
ま
す
中
谷
玲
二
氏
が
、
洞

爺
村
役
場
を
訪
れ
、「
故
人
の
遺
志

を
鑑
み
、
小
学
校
児
童
へ
の
図
書

購
入
の
た
め
に
、
寄
附
を
し
た
い
。」

と
、
多
額
の
金
員
を
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。

村
と
し
て
は
、
故
人
の
ご
遺
徳

に
感
謝
し
、
ご
遺
志
に
従
っ
て
小

学
校
の
児
童
へ
の
図
書
購
入
の
た

め
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

洞
爺
温
泉
病
院
を
創
設
さ
れ
名

誉
院
長
で
あ
り
ま
し
た
小
池
鎮
穆

氏
が
、
去
る
十
月
二
十
五
日
、
七

十
八
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し

た
。十

二
月
十
三
日
、
ご
遺
族
で
あ

り
、
現
在
、
医
療
法
人
社
団
洞
仁

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

誕
　
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

故小池鎭穆氏の遺志により寄附する中谷理事長

故
人
の
遺
志
に
よ
る
寄
附

洞
爺
温
泉
病
院
理
事
長

選
挙
関
係
功
労
者
表
彰

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
七
百
日

表
　
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


